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農山漁村発イノベーション事例集
～直売所を活用した事例～

北陸農政局新潟県拠点



はじめに

これまで農林水産省では、農林水産物の付加価値を高め、農林漁業者の所得の向上

を図るため、農林漁業の６次産業化を推進してきました。

新潟県内でも、自社の強みや地域の資源を生かし、顧客視点に立って創意工夫を凝ら

した６次産業化の取組が各地で展開されています。

一方、残念ながら、農村地域では都市部と比べても特に高齢化・人口減少が急速に進

んでいます。農村の機能を維持していくためには、地域の中で、農業以外の所得も含め

一定の所得を確保できるよう、多様な雇用・就労の機会を創出し、安心して農村で働き、

生活できる環境を整えていくことが重要です。

そこで、農林水産省では、これまでの６次産業化の取組をさらに発展させ、地域の文

化・歴史や森林・景観など農林水産物以外の多様な地域資源も活用し、農林漁業者はも

ちろん、地元の企業なども含めた多様な主体の参画によって新事業や付加価値を創出し

ていく「農山漁村発イノベーション」の取組を進めていきたいと考えています。

北陸農政局新潟県拠点では、新潟県内で「農山漁村発イノベーション」の取組を促進す

る観点から、これまでの６次産業化の取組事例（※）のうち、地域との関わりが特に強い、

直売所を活用した事例を紹介させていただくこととしました。

今回紹介させていただく事例では、農林漁業者が、直売所を通じて地域の消費者と直

接向かい合い、また多様な関係者の参加・協力も得て様々な取組を行うことで、農林漁

業者本人だけでなく、地域にも大きな恵みをもらたしています。

農林漁業者をはじめとする地域のみなさまが「農山漁村発イノベーション」に関心を持っ

ていただくきっかけとして、また、「農山漁村発イノベーション」に挑戦する際の参考として、

この事例集をご活用いただければ幸いです。

令和５年３月

北陸農政局地方参事官（新潟県担当）

福井 逸人



※ この事例集では、６次産業化の取組事例を次の中から選定しています。
（１）総合化事業計画認定事業者

「６次産業化・地産地消法」に基づき、経営の改善を図るために農林水産物等の生
産と加工や販売を一体的に行う事業計画を策定し、農林水産大臣の認定を受けた者。
認定を受けると、各種法律の特例を活用することができます。

（２）農山漁村発イノベーションサポート支援事業者
新潟県農山漁村発イノベーションサポートセンターが、伴走支援の対象としている事
業者。農山漁村発イノベーションに取り組むもうとする者は、同センターに相談や専門
家（プランナー）派遣などの支援を受けることができます。

【留意事項】

● 掲載情報は編集時点のものであり、常に最新のものとは限りませんので御了承くださ
い。
● 事例は、関係者の皆さまに御了解をいただき掲載しています。画像等の転記・無断使
用はお控えください。
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○ 健康志向の消費者をターゲットとして、独自の飼料配合により栄養を強化したたまごを生産し、
販売。そのうち特にたまご本来の味にこだわったものを「濃い味たまご」として販売している。

○ 直売所を中心に販売することにより、鶏卵市場の相場に左右されない経営を確立。

○ 直売所では、自社産たまごを使った、たまごジェラートも販売。

○ 平成30年総合化事業計画認定。

○ 販売に占める消費者への直売の割合が
８割に高まった。その結果、コロナ禍の影
響をほとんど受けなかった。

○ 直売所開設など６次産業化の取組により、
養鶏場の認知度が上がり、自社産たまごブ
ランド力が向上した。

① (有)川瀬養鶏場

住所 新潟県新発田市中田町2丁目16-8
電話 0254-22-4227
URL https://www.kawase-omoidetamago.com/
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○ 独自の飼料配合により、通常のたまごよ
りもビタミンAとDHAが多いたまごを生産。

○ 特に、「濃い味たまご」は、抗酸化力が通
常のたまごよりも高い。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所

営業時間 9:00～17:00

定休日 日曜 思いでたまご
濃い味たまご
たまごジェラート 等

主な直売品

栄養を強化したたまごの生産と、その特徴を消
費者に直接アピールする直売事業



○ 井戸水を使って栽培した自社産いちごを、砂糖・食品添加物を使わずドライ加工し商品化。

○ いちごを使ったデザート（いちごシフォンケーキ、いちごシフォンロールケーキ、いちごシフォン
サンド等）を開発・販売。

○ 平成30年総合化事業計画認定。

○ ドライいちごを開発したことで、一年を通
して越後姫を購入していただくことが可能と
なり、売上の空白期間がなくなった。

○ 越後姫を使ったデザートの販売により、
来店客が増加した。

○ 1人でいちご栽培と６次産業化に取り組んで
いることが広まって、新規就農の問合せや相
談をいただくようになった。

② Ichi-Rin苺禀

住所 新潟県新発田市五十公野6805-2
電話 080-2248-6427
URL https://www.ichirin.me/howtoorder
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○ 家事や育児等をしながら、小規模でも、
農業経営が成り立つような６次産業化のモ
デルとなることを目指している。

○ 地元福祉作業所との農福連携によりス
タッフを確保（コロナ禍で休止中）。

○ 今後、仲間と一緒に、果樹栽培により地
域の耕作放棄地の解消に取り組む予定。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所

営業時間 ２月～11月 13時～17時
（土日祝12時～16時30分）

定休日 月曜日

越後姫
越後姫ドライいちご
Ｉｃｈｉ－Ｒｉｎ Ｓｗｅｅｔｓ
いちごサンド、いちごシフォン、
いちご杏仁 等

主な直売品

自社産いちごを使った、ドライいちごやデザートの
製造・直売事業



○ ハウスでエディブルフラワーを栽培。平成28年には、廃校となった小学校の校舎を利用して植
物工場を整備。

○ エディブルフラワーを原料として、乾燥させて色や香りを長持ちさせるドライフラワーや、食用の
押し花を製造し、販売。

○ 直売所で消費者向けに直接販売するほか、阿賀野市内を中心に、県内のホテル、旅館、結婚
式場及びレストランに販売。

○ 平成25年総合化事業計画認定。

○ 直売所の開設など６次産業化の取組によ
り、知名度が向上し販路も拡大。全国から
視察が来るようになった。

○ 雇用数の増加（パート含む）
平.25（３名） → 令.４（８名）

○ 直売所での販売に加え、商談会やSNS等
を活用し、従来の市場出荷から実需者・消
費者への直接販売にシフトし安定的な売上
を確保。

③ (株)脇坂園芸

住所 新潟県阿賀野市境新128
電話 0250-62-6772
URL http://wakisaka-engei.com/
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○ 食用に供するため、無農薬で栽培してお
り、ハウス内の温度・湿度の管理や防虫
ネット等の対策を徹底。

○ ドライフラワーと食用の押し花は、主に海
外に輸出している。

○ 阿賀野市の産業振興を目的とした異業
種団体「阿賀野ドリームプロジェクト」に設
立時から参画し、加工食品企業とのB to B
や植物工場の建設を実現。

○ 農福連携により、地元の福祉作業所に押
し花作業を担ってもらっている。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所

営業時間 11:00～15:00

定休日 月、火、水、木曜
食用花

主な直売品

エディブルフラワー（食用花）の栽培、加工及び
販売事業



○ 飼料に黒麹菌やビタミンD・葉酸を添加し、栄養成分を高めた「栄養強化卵」を直売。

○ 自社産の「栄養強化卵」を使った、プリン、シュークリーム、ロールケーキ等を販売。カフェでも
提供。たまごパフェや平日限定のたまごサンドも人気。

○ 新潟市南区産のももや県産のシャインマスカット、越後姫など地元の果物を使用。

○ 平成25年総合化事業計画認定。

○ 来客者数は、平日平均270名、休日では
400名。

○ 新たに、22名の雇用を創出（令.４。パート
職員を含む。）

○ スイーツ商品が、マスコミに度々取り上げ
られ、認知度が向上。その相乗効果で卵の
売上も向上した。

④ 中条たまご直売店

住所 新潟市中央区長潟新田前1205-2
電話 025-257-1105
URL http://cafe.nakajo-tamago.co.jp/
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○ 栄養強化卵は、通常のたまごに比べビタ
ミンDが５倍。

○ 他の洋菓子店と差別化を図るため、「た
まご屋」であることを強調し、たまごにこだ
わったスイーツを製造・販売している。

○ 毎年、製菓専門学校のインターン生を受
け入れている。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所・カフェ

営業時間 9:30～18:30

定休日 元旦
鶏卵、鶏卵加工品等

主な直売品

自社産「栄養強化卵」の直売、スイーツの製造・
販売及びカフェの提供

主なメニュー

たまごサンド、たまごパフェ等



○ 多様な果樹といちご（果樹11品目（94品種）、いちご（11品種））を栽培することにより、一年を通
してフルーツ狩りができ、雪国の冬でも楽しめる観光農園サービスを提供。

○ 自社産フルーツ等を原料として、ジェラート、ドライフルーツ等の加工品を製造・販売。また、フ
ルーツパフェ、フルーツタルト等を製造し、カフェで提供。

○ 農園の年間来客数は約13万人（令.元）

○ 新潟市南区に対して区外の人が抱くイ
メージは「農業」「果物」が多いが、その知
名度や好感度の向上を観光農園から支え
ており、地域の交流人口増加・地域活性化
に貢献している。

○ いちご・ぶどうハウスには、自動潅水、施
肥などスマート農業を積極的に導入し、効
率的な栽培管理を確立。

⑤ 白根グレープガーデン

住所 新潟市南区鷲ノ木新田573
電話 025-362-5535
URL http://www.kudamonogari.com/
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○ 果物の産地であることをPRするため、南
区内の複数の農園で観光農園協会を立ち
上げ、地域ぐるみで観光農園に取り組む。

○ 毎年、調理専門学校の課外授業の場を提
供。また、地元小学校の総合学習として、な
しの摘果作業体験を受入れ。

○ 自家製たい肥の使用、ハウス内の温度管
理の自動化等によるコスト削減。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

観光農園・直売所・ジェラート・カフェ

営業時間 9:00～18:00（7月～10月）
10:00～17:00（11月～6月）

定休日 年末年始（年により期間は異なる）

いちご、果実、加工品、ジェ
ラート等

主な直売品

年間を通じてフルーツ狩りができる、全天候型の
観光農園の運営とジェラート等の加工品の製造・
販売及びカフェの提供

主なメニュー

フルーツパフェ、フルーツ
タルト等



○ 広域JAの特徴を生かし、新潟市西区・西蒲区の砂丘地帯の野菜、新潟市南区・江南区の果樹、
五泉市・阿賀町の米・野菜等、幅広い産地から多彩な農産物を集荷し販売。

○ 惣菜・豆腐・ジェラートの加工施設を備え、地元農産物を原料とした加工品を開発。豊富な品
揃えを実現。

○ 平成26年総合化事業計画認定。

○ 年間来客数（レジ通過数）の増加
平.28（34万人） → 令.４（48万人）

○ 売上高の増加
平.28（6.6億円） → 令.４（12.2億円）

○ 出荷する農業者数の増加
平.28（366人） → 令.４（688人）

⑥ JA新潟かがやき（いっぺこーと）

住所 新潟市西区亀貝3066
電話 025-211-1831
URL https://ja-kagayaki.or.jp/ippe-court/

- 7 -

○ 女性パート職員による、主婦目線による
商品開発。

○ 小学校の児童が、地元の食材を使って考
案した弁当を製造・販売、職場体験。また、
新潟大学、新潟県農業大学校等の商品販
売など課外授業の場を提供。

○ 野菜をフードバンクに提供。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所・ジェラート

営業時間 9:30～18:00

定休日 水曜 米、野菜、果実、花、鮮魚、加工品、
ジェラート等

主な直売品

広域からの集荷と加工施設を備えた大型農産
物直売所の運営



直売所

営業時間 9:00～19:00 （３～10月）
9:00～18:00 （11～２月）

定休日 毎週火曜日（祝日の場合は翌水曜日）

米、野菜、果実、
加工品等

主な直売品

カフェ

営業時間 ランチタイム 11:00～14:00
カフェタイム 10:00～17:00

定休日 毎週火曜日（祝日の場合は翌水曜日）

主なメニュー

ランチ、ピザ、スイーツ、団
子、おにぎりセット等

○ 新潟市の国家戦略特区を活用し、農場の一角に直売所とカフェを開設。

○ 自社及び地域の農産物や加工品を販売するとともに、おにぎりや米粉ピザ、シフォンケーキ、
団子などさまざまな総菜・スイーツを製造し販売。カフェでランチメニューとして提供。

○ 平成26年総合化事業計画認定。

○ 年間来客数は、約19万人（令.３）

○ 雇用数の増加（パート含む）
平.25（10名） → 令.３（44名）

○ 直売所への委託販売100万円以上農家
数の増加
平.25（３戸） → 令.３（28戸）

○ 売上高の増加 平.25年から８割増（令.３）

⑦ (有)そら野ファーム（そら野テラス）

住所 新潟市西蒲区下山1320-1
電話 0256-88-3400
URL https://sola-terra.jp/
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○ 地域の農産物・加工品のアンテナショッ
プの役割を果たしている。

○ 地域の交流の場として、毎月、テーマを
変え教室を開催。

○ 地元小学校児童が、地元の食材を使って
考案した弁当を製造・販売。

○ 市内の福祉作業所と連携した農福連携を
実施。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

自社産農産物を使ったスイーツ等の製造・販売
事業、国家戦略特区を活用したカフェの営業



○ 土地の個性を活かした高付加価値ワインの製造販売。

○ 地元産のジビエや野菜を使用した、自社ワインのためのメニューをレストランやカフェで提供。

○ 自社産ワインのほか周辺ワイナリーのワイン等も販売し、地域一体でのワイン産地のブランド力向上。

○ ワイナリーを核に、レストラン・カフェ・パン・ソーセージ・ジェラート・温泉・健康美容・宿泊施設
等を運営しオリジナリティある高付加価値の商品を提供。

○ 東京都内に直営店を出店して首都圏での認知を図り、新潟への誘客を訴求。

買う

営業時間 10:00～17:00
定休日 なし

主な直売品

○ 来場者数年間30万人
誘客型のビジネスモデルにより観光地に発展。

○ 食やツアー体験を通じて高付加価値商品を提案、
平均購買金額約５千円（ワインショップ2022年）。

○ 周辺ワイナリーとともに「新潟ワインコースト」
として滞在型ワイナリーツーリズムを発信、全国
から誘客、年間宿泊1万人(2022年）。

○ 雇用者数の増加（パート含む）
６名（1993年） → 170名（2022年）
ここ数年間で10名程のUターン、Iターン者が入社。

⑧ (株)カーブドッチ

住所 新潟市西蒲区角田浜1661
電話 0256-77-2288
URL https://www.docci.com/
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○ ワインの販売は、自社のワンショップ等での直
売のほか、定期購買や系列の飲食店での提供
が多く、直販比率が高い。

○ ワイン用ぶどうが地域に定着し産地化される
よう、地域の農家に苗木を供給し栽培を委託。

○ ワインを売りに行くのではなく、買いに/飲みに
来てもらう誘客型のビジネスモデルを構築。滞
在型施設も整備し、観光拠点となることで地域
経済にも波及。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

ぶどうを栽培し土地の個性を生かしたワインを製造。ワ
イナリーを核としてレストラン、宿泊施設等を運営

食べる

泊まる

ワインショップ
コテアコテ
マルシェ

ヴィネスパ

トラヴィーニュ

レストラン
カーブドッチ

薪小屋

ベーカリー
カフェ

自家製品として：
ワイン、ビール、シードル、ハム・ソーセージ、
パン

地域産品として：
野菜、そうざい、ピクルス（漬物）、チーズ、ヨー
グルト

雑貨：
グラス等ワイン関連雑貨、オリジナルトート・T
シャツ、キッチンウェア

ランチ、ディナー

ランチ

ランチ

7室

10室

癒す（入浴）

ヴィネスパ



○ 全国で初めて、国家戦略特区を活用して開設した農家レストラン。

○ (株)藤田牧場が農家レストラン、カフェ経営を、系列の(株)レガーロが牛肉・生乳生産、乳製品
の加工販売を、(有)米工房いわむろが米生産を、それぞれ担当し、グループ全体で６次産業化に
取り組んでいる。

○ 平成27年総合化事業計画認定。

○ レストラン事業の年間来客数は1万5千人
（平.29）

○ 国家戦略特区の活用も含め、全国的にも
話題となり、各地から視察が多数。

○ 新たに５名の雇用を創出（令.４）

⑨ (株)藤田牧場

住所 新潟市西蒲区橋本242-1
電話 0256-82-3737
URL https://www.fujitafarm1866.com/

- 10 -

○ 地元の農家やグループ会社と連携して観
光拠点を創出することで、交流人口を増加
させ地域活性化を図る。

○ 原料となる米や牛肉等の生産には、飼料とし
てデントコーン、肥料としてたい肥等を用い、耕
畜連携による循環型農業に取り組む。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

レストラン

営業時間 11:00～14:30（ランチ）
17:00～21:00（ディナー）

定休日 水曜

ステーキ、ハンバーグ等

主なメニュー

新潟市の国家戦略特区を活用し、自社牧場で生
産した肉や牛乳を使ったレストラン・カフェを運営

連携事業者の取組

(株)レガーロ
ジェラテリア・レガーロ

営業時間
10:00～18:00
定休日
不定休

営業時間
10:00～16:00
定休日
不定休

営業時間
11:00～16:00
定休日 不定休

カフェ

農家レストラン
ラ・ビステッカ

(有)米工房いわむろ
直売所メルカート

ミルクカフェ
主なメニュー

ドリンク、ソフトクリーム等



○ 昭和46年 麓二区水稲生産組合（任意組合）として発足、昭和56年 農事組合法人化。

○ 経営耕地面積約45haで、水稲34ha、大豆、いちご、ミニトマトを栽培。自社産農産物を原料とし、
もち、みそ、かたもち、ちまき、缶詰の製造・販売に取り組む。

○ 商品には弥彦鳥居のロゴマークを添付し、イメージアップ、知名度向上を図っている。

○ 加工品の製造・販売により、農閑期の作
業と収入を確保。

○ 食育活動を通じ地域との結びつきが強化。

⑩ 麓二区生産組合

住所 新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓4567
電話 0256-94-4053
URL https://fumoto2.com/
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○ 米の加工品は、すべて特別栽培米を原
料として製造。

○ もちは、コシが強いのが特徴。この特徴を
出すために、もち米は毎年同じほ場で、こ
だわりの栽培方法で生産。

○ 園児の餅つき体験等の食育活動も実施。

○ いちごの栽培は、天敵を活用した病害虫
防除を実施。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所

営業時間 8:00～17:00（月～金）
8:00～12:00（土）

定休日 不定

米、米加工品、みそ等

主な直売品

組合で栽培したコメや大豆の加工・販売事業



○ 日本に約200頭しかいない稀少なガンジー牛の搾りたて牛乳を使って、アイスクリームやチー
ズケーキなどのスイーツを製造し販売。

○ 商品は、直営店（わしま本店、新潟市のデパート）のほか、道の駅、JA直売所等及びインター
ネットで販売。

○ イベントでの商談を契機に、首都圏の大手百貨店のギフト商品に採用された。

○ 売上高の増加
平.22から令.4の間に約5.7倍の増

○ 雇用者数の増加
平.22（1名） → 令.３（20名）

○ 大手百貨店によるギフト商品に採用され
たことで知名度が向上。

⑪ (有)ケーエスファーム（加勢牧場）

住所 新潟県長岡市根小屋325
電話 0258-74-2863
URL https://www.kasebokujo.com/
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○ ガンジー牛乳は、一般的なホルスタイン
種に比べ、乳脂肪等の成分が高く栄養価
が高い。

○ 直売のほか生乳を一次加工して百貨店・
飲食店等に販売を始めたことで経営が安
定。

○ 商談などで得られた情報を元に、顧客
ニーズに対応した商品をいち早く開発。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所（わしま本店）

住所 新潟県長岡市黒坂615
電話 0258-74-2863

営業時間 10:00～18:00

定休日 火曜

ガンジーソフト、ケーキ等

主な直売品

自社農場の稀少なガンジー牛乳を使った、アイ
スクリーム等の加工・販売事業



○ 新潟県産米、海藻、よもぎ等を配合した飼料を給餌した「養生卵」の生産・販売。

○ 自社産鶏卵を使用してスイーツを製造し、自社直売所（たまご畑 刈羽本店、エッグガーデン 上
越店）で販売。

○ 平成23年から、日本初の「アニマルウェルフェア方式」で飼育。

○ 平成27年総合化事業計画認定。

直売所（刈羽本店）

営業時間 9:00～19:00（日曜 9:00～17:00）

定休日 元旦
鶏卵、スイーツ等

主な直売品

○ スイーツ商品がマスコミに度々取り上げら
れ、認知度が向上。その相乗効果で卵の
売上も向上した。

○ 雇用者数の増加
平.23（46名） → 令.４（54名）

⑫ 鎌田養鶏(株)

住所 新潟県刈羽郡刈羽村大字刈羽字西浦4273-3
電話 0257-45-2476
URL https://kamatayoukei.com/
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○ 独自の配合飼料を給餌した卵を「養生
卵」として商標登録済。

○ 刈羽本店に無料ドックランを併設。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

自社産「養生卵」の直売及びスイーツの製造・販
売事業



○ 農産物の生産・出荷体制の拡大・強化を図り、地元消費者のニーズに対応した地場農産物を
販売する直売所を整備。

○ 良質な水源など恵まれた自然環境を活かし、魚沼コシヒカリ、八色すいか、八色しいたけ等の
特産物を提供。

○ 平成26年総合化事業計画認定

○ 直売所利用者の増加
平.27（150名） → 令.５（300名）

○ 売上高の増加
平.28（約１億４千万円） → 令.４（約２億円）

○ 生産者間の情報交換・交流の場となって
おり、高齢生産者が生き生きと活動してい
る。

⑬ JAみなみ魚沼（あぐりぱーく八色）

住所 新潟県南魚沼市浦佐5147-1
電話 025-788-0253
URL https://www.ja-m-uonuma.or.jp/
store/detail/farmstand_agripark_yairo

- 14 -

○ 施設内の調理研修室において、郷土料
理の講習会「八色キッチン」を開催（現在、
コロナ禍で休止中、今後、復活予定）

○ 生産・出荷者で構成する「直売所利用者協
議会」で、栽培研修会等を開催し品質向上に
努める。また、月２回程度のイベントに参加す
ることにより直売所運営への積極的関与。

○ 南魚沼市内の無料食堂「みんなの食堂」
に月1回、直売所の野菜を提供。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所

営業時間 9:00～17:00（5月～11月）
10:00～17:00（12月～4月）

定休日 木曜（1月～4月）

米、野菜、果実、加工品等

主な直売品

生産振興と需要拡大を目指す農産物直売事業



○ 平成29年、農家レストラン「Abuzaka」を開設。自社産そば、米、野菜等を使った料理やスイーツ
をブッフェ形式で提供。

○ 提供するメニューは、農家のお母さんの手作りの田舎料理をイメージし、季節感を重視。

○ 平成30年、そば工場を新設し、製粉・製麺まで一貫して行い、生そば等を販売。

○ 平成28年総合化事業計画認定

○ 17名の雇用を創出（平29、パート含む）。

○ 自社栽培の農産物を使うことで、高品質
の料理を価格をおさえて提供し、固定客を
確保するとともに、口コミによる集客で、レ
ストランの来客数を確保。

○ そば工場の新設により、継続した雇用が
可能になった。

○ レストランの利用客増と生そば等の販路
拡大により、米・そばの栽培面積が拡大す
るという好循環を生んでいる。

⑭ (株)A・ファーム雪の十日町（Abuzaka）

住所 新潟県十日町市南鐙坂2132
電話 025-755-5234
URL https://abuzaka.com/
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○ 平成28年、所得の安定と地域の活性化を
図るため、機械利用組合の事業を引き継
ぎ、自ら生産したそば等の農産物を活用し
た農家レストランの営業を目的として、法
人を設立。

○ そばは、食味に優れ、実需者評価の高い
「とよむすめ」を生産。そば本来の味及び香
りを損なわない石臼による製粉及び布海
苔を活用して、独特の滑らかな食感と豊か
な香りをもつ蕎麦を開発。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所・レストラン・カフェ

営業時間 11:00～15:00（ランチ）
11:00～17:00（カフェ）

定休日 木曜

米、野菜、山菜、加工品等

主な直売品

自社産そば、米、野菜等を使ったレストラン事業
及び併設直売所での直売事業

主なメニュー

そば（ブッフェ料理）
コーヒー、ケーキ等



○ 「米農家がこだわって作った米粉パン」をコンセプトに、自社産コシヒカリの米粉を原料として、
パン、焼き菓子を製造し、カフェを併設した直売所で販売。

○ カフェでは、パンだけでなく、地場野菜たっぷりのプレートランチやカレー、米粉ピザ、ケーキ等
を提供。ドリンクでも地元の牛乳などを提供。

○ 通常の商品のほか、グルテン・乳・卵不使用のパン・ケーキ・焼き菓子等も受注生産している。

○ 雇用者数の増加
平.29（１名） → 令.４（３名（繁忙期５名））

○ 直売所で米粉パンを購入したお客様が、
美味しいと原料である米も注文するといっ
た相乗効果が生じている。

○ 農業の繁忙時期にはカフェや直売所の事
業を縮小するなど、経営全体で年間を通じ
て労働力を調整・確保することができるよう
になった。

⑮ (有)おおた

住所 新潟県上越市頸城区大谷内1496
電話 025-530-3350
URL https://www.ootanojo.com/come_co/
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○ 全商品にコシヒカリの米粉を使用。ふんわ
り・もっちり食感が特徴。看板商品は肉味噌、
ツナなどが入ったおにぎりの形をした「おに
ぎりパン」。

○ 代表は、米粉食品指導員・野菜ソムリエな
どの資格を持ち、パンやお菓子づくりの教
室も開催。

○ 店頭で売れ残ったパンは冷凍し、ECサイ
トで販売、食品ロス削減。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所・カフェ

営業時間 9:00～17:00
定休日 月、火曜、農繁期
住所 新潟県上越市頸城区百間町732
電話 025-520-7890

パン、焼き菓子等

主な直売品

自社産コシヒカリの米粉を原料とした米粉パン等
の製造・販売とカフェの営業

主なメニュー

ランチ、ピザ等

米粉パン

焼き菓子

野菜ワンプレートランチ

カレーランチ



○ 平成28年、加工商品製造・販売施設とレストランを併設した、「あるるんの杜」を開設。米粉パ
ン、ジェラート、精肉等を製造し、販売。

○ 平成30年、「あるるんの杜」に加え、既に上越市内に設置していた「四季彩交流館あるるん畑」
を移転して「あるるん畑」、鮮魚販売の「あるるんの海」が一体となった食と農のテーマパーク「上
越あるるんの村」を開設。

○ 平成26年総合化事業計画認定。

○ 年間来場者数の増加（あるるん畑）
平.30年（408千人） → 令.４（427千人）

○ あるるんの海のオープンをきっかけに、他県
でも知名度が向上し、長野県や関西圏からの
来客が増加。

○ 雇用者数の増加（あるるん畑）（パート含む）
平.30（21名） → 令.４（24名）

○ 連携生産者数の増加
平.30（616名） → 令.４（748名）

⑯ JAえちご上越（上越あるるん村）

住所 新潟県上越市大道福田639
電話 025-525-1183
URL https://arurunmura.jp/
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○ 直売所出品者の組合の役員が、毎週、
店内の商品の状態を点検。また、農産物だ
けでなく山菜にも出荷規格を設定する等品
質の確保にこだわっている。

○ 食べ方がわかりにくい珍しい農産物等に
は、生産者がレシピを考案。

○ キャベツ、にんじん等６品目の雪下野菜
を「雪下畑の仲間たち」として商品化。

○ 月１回、生産者から余剰農産物を、消費
者から家庭内の余った食品を持ち寄っても
らい、フードバンクに提供。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

直売所・レストラン

営業時間 9:30～18:00

定休日 年末・年始

米、野菜、果実、鮮魚、米粉パン、
加工品等

主な直売品

地域の農畜水産物の直売と加工品の製造事業、
及びレストランの営業

主なメニュー

海鮮定食、海鮮丼等



わさび、わさび加工品、養殖チョウザメ・イトウ等

主な直売品

直売所

住所 新潟県糸魚川市梶屋敷1055
電話 025-555-7677

営業時間 10:00～16:00

定休日 土曜日

○ 地下水を循環利用する独自システムを用いたプラントでわさびを栽培。自社産わさびを使って、
生わさび、わさび粉、漬物等を開発し、販売している。

○ わさび栽培で利用した水を用い、イトウ、チョウザメの養殖事業に取り組む。チョウザメから採
取したキャビアを令和６年頃出荷見込み。

○ 平成25年総合化事業計画認定。

○ わさび栽培と加工品の製造販売を隣接し
た場所で行うことで、労務管理が容易に。
人件費を節減。

○ 地元水産高校と連携した取組がマスコミに取
り上げられ、同社のわさびの知名度が向上。
また、わさびプラントの視察も増加。

○ 地元出身の学生が本取組に興味を持ち、U
ターンにより新たに就職予定（令和５年４月）。

⑰ (有)SKフロンティア

住所 新潟県糸魚川市大字日光寺228
電話 025-555-3940
URL http://midorikoubou.com/
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○ 独自システムのわさび栽培プラントを導
入したハウス12棟及び加工販売施設を集
約して整備。

○ わさびを乾燥し粉末にした「わさび粉」を
開発し、アメリカ等に輸出。

○ イトウ、チョウザメ養殖は、地元水産高校と連
携して、完全養殖を目指している。高校生の実
習も受け入れている。

取組の概要

取組の効果取組の特徴

地下水を循環利用する独自システムによるわさ
び生産と自社産わさびを使った商品の製造・販
売事業

イトウの切り身チョウザメの切り身と刺身
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（参考）



【お問い合わせ先】

北陸農政局新潟県拠点
地方参事官室

電話 025-228-5216

〒951-8035  新潟市中央区船場町2-3435-1


